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野
崎
委
員
長
は
開
会
あ
い

さ
つ
で
「
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ

イ
ナ
侵
攻
に
抗
議
の
声
を
あ

げ
よ
う
」
、
「
コ
ロ
ナ
禍
で

の
組
合
員
の
暮
ら
し
と
仕
事

を
守
る
運
動
を
進
め
て
い
く

た
め
に
も
組
織
拡
大
に
取
り

組
も
う
」
と
述
べ
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
広
が
る

格
差つ

づ
い
て
来
賓
か
ら
の
あ

い
さ
つ
が
本
部
・
小
番
書
記

長
、
板
橋
区
労
連
、
生
活
と

健
康
を
守
る
会
な
ど
か
ら
あ

り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
山
本

書
記
長
が
基
調
報
告
を
行
い

ま
し
た
。
2
0
2
1
年
度
の

活
動
と
し
て
、
板
橋
区
へ
の

要
求
実
現
の
取
り
組
み
、
社

会
保
障
運
動
、
ア
ス
ベ
ス
ト

訴
訟
と
対
策
へ
の
取
り
組

み
、
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
に
関

す
る
相
談
活
動
、
組
織
活
動

・
拡
大
強
化
、
防
災
タ
ウ
ン

ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
、
土
建
板
橋

災
害
救
助
隊
の
活
動
や
2
年

ぶ
り
に
開
催
し
た
住
宅
デ
ー

な
ど
に
つ
い
て
報
告
し
ま
し

た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
廃
業
や
失

業
に
追
い
込
ま
れ
る
人
が
い

る
一
方
、
富
裕
層
の
資
産
が

急
増
、
広
が
る
格
差
の
実
態

な
ど
も
報
告
。

地
域
振
興
・
産
業
振

興
を
す
す
め
る
板
橋

区
政
へ

2
0
2
2
年
度
の
重
点
課

題
と
し
て
、
地
域
振
興
・
産

業
振
興
を
め
ざ
し
た
板
橋
区

政
へ
の
運
動
、
公
契
約
条
例

制
定
、
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制

度
復
活
、
低
賃
金
・
低
単
価

構
造
を
打
ち
破
る
、
建
設
ア

ス
ベ
ス
ト
訴
訟
全
面
的
勝

利
、
防
災
協
定
締
結
、
住
宅

デ
ー
運
動
、社
会
保
障
拡
充
、

消
費
税
を
5
％
へ
戻
す
、
憲

法
平
和
課
題
、
組
織
強
化
の

取
り
組
み
な
ど
を
提
案
し
ま

し
た
。

決
算
報
告
、
2
0
2
1
年

度
予
算
案
を
山
本
書
記
長
・

財
政
部
長
が
提
案
し
ま
し

た
。昼

食
休
憩
後
、
参
加
者
は

8
つ
の
分
科
会
に
分
か
れ
て

各
専
門
部
の
議
案
に
つ
い
て

の
議
論
を
深
め
ま
し
た
。

再
開
さ
れ
た
本
会
議
で
功

労
者
を
は
じ
め
、
大
会
表
彰

を
執
り
行
い
ま
し
た
。
各
分

科
会
か
ら
の
報
告
を
行
い
、

質
疑
応
答
の
後
、
新
年
度
の

方
針
と
予
算
を
採
択
し
ま
し

た
。仲

間
の
切
実
な
要
求

実
現
を
目
指
し
て

次
い
で
山
本
新
委
員
長
を

は
じ
め
2
0
2
2
年
度
の
新

支
部
役
員
を
選
出
し
、
「
仲

間
と
の
総
対
話
で
団
結
を
固

め
、地
域
と
の
共
同
を
広
げ
、

命
と
く
ら
し
を
守
る
社
会
へ

の
転
換
を
推
し
進
め
よ
う
」

と
い
う
決
意
の
も
と
、
仲
間

の
切
実
な
諸
要
求
の
実
現
の

た
め
に
団
結
し
奮
闘
す
る
、

と
の
第
66
回
大
会
宣
言
を
採

択
し
ま
し
た
。
次
に
大
会
ス

ロ
ー
ガ
ン
を
提
案
・
採
択
し
、

参
加
者
全
員
で
「
団
結
が
ん

ば
ろ
う
」
を
行
い
、
大
会
を

終
了
し
ま
し
た
。

東
京
土
建
板
橋
支
部
第
66
回
定
期
大
会
を
4
月
3
日
に
板
橋
区
立
文
化
会
館
・
グ
リ

ー
ン
ホ
ー
ル
で
開
催
し
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
も
と
、
昨
年
同
様
、
代
議
員
数
を
減
ら

し
て
開
催
、
役
員
・
代
議
員
1
0
6
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
来
賓
と
し
て
本
部
、
共
闘

団
体
か
ら
9
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

東
京
土
建
板
橋
支
部
第

66
回
定
期
大
会
に
お
い

て
、
支
部
執
行
委
員
長
に

今
年
度
就
任
し
ま
し
た
山

本
清
志
で
す
。

長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
に
お

い
て
組
合
員
の
皆
様
、
仕

事
確
保
や
組
合
活
動
に
大

変
な
思
い
を
し
て
い
る
状

況
の
中
、
組
織
拡
大
に
お

い
て
は
、
全
分
会
目
標
達

成
と
す
ば
ら
し
い
活
躍
に

敬
服
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
た
び
の
ロ
シ
ア
に

よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
の

虐
殺
行
為
に
は
、
今
後
の

動
向
も
懸
念
さ
れ
る
と
こ

ろ
で
す
。
早
急
な
ロ
シ
ア

軍
の
撤
退
を
望
む
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

ガ
ソ
リ
ン
の
高
騰
、
食

料
品
の
相
次
ぐ
値
上
げ
も

私
た
ち
の
生
活
の
打
撃
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
う

し
た
状
況
だ
か
ら
こ
そ
組

合
の
組
織
力
、
助
け
合
い

の
精
神
を
し
っ
か
り
と
確

認
し
、基
礎
組
織
で
あ
る
、

群
会
議
へ
結
集
し
、
一
人

ひ
と
り
に
寄
り
添
う
、
板

橋
支
部
と
し
て
、
皆
様
と

の
対
話
と
、
ご
協
力
を
得

な
が
ら
、
さ
ら
な
る
躍
進

を
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

組
織
人
員
は
組
合
活
動

を
通
し
、
私
た
ち
の
生
活

・
仕
事
を
守
る
要
で
す
。

5
千
人
支
部
を
目
指
し
、

皆
さ
ん
と
と
も
に
頑
張
っ

て
ま
い
り
ま
す
。
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

執
行
委
員
長

山
本
清
志
（
舟
渡
高
島
）

副
執
行
委
員
長

須
賀

朗
（
大
山
）

藤
代

隆
（
坂
下
）

野
崎
邦
治
（
徳
丸
）

追
川
春
夫
（
徳
丸
）

書
記
長

小
林

宙
（
徳
丸
）

書
記
次
長

穴
澤
秀
康
（
前
野
中
台
）

森
千
恵
子
（
書
記
局
）

山
岸

慎
（
書
記
局
）

竹
腰
隆
樹
（
書
記
局
）

常
任
執
行
委
員

向
山

萌
（
大
谷
口
北
）

村
松
久
誌
（
氷
川
）

下
山
金
光
（
徳
丸
）

服
部
里
美
（
新
赤
塚
）

執
行
委
員

菅
野
富
士
夫
（
大
山
）

三
冨

大
（
大
山
）

瀧
口
和
浩
（
仲
宿
）

佐
藤
剛
史
（
仲
宿
）

松
本
和
久
（
大
谷
口
）

小
林
英
俊
（
大
谷
口
）

山
下
和
成
（
大
谷
口
北
）

矢
幡
亜
紀
夫
（
大
谷
口
北
）

峰
岸
浩
一
（
中
央
）

岸
本
守
生
（
中
央
）

成
瀬
晃
一
（
氷
川
）

柳
本
信
男
（
氷
川
）

花
輪

正
（
若
木
）

松
原

睦
（
若
木
）

川
中
子
公
明
（
志
村
坂
上
）

遠
藤

真
（
志
村
坂
上
）

鈴
木
秀
和
（
前
野
中
台
）

井
上
光
明
（
前
野
中
台
）

加
賀
幸
治
（
坂
下
）

井
上
恵
司
（
坂
下
）

坂
本
雄
一
郎
（
蓮
根
）

森
山
弘
明
（
蓮
根
）

小
野
寺
浩
之
（
舟
渡
高
島
）

喜
本
勝
巳
（
舟
渡
高
島
）

小
貫
勝
紀
（
徳
丸
）

吉
田
広
基
（
徳
丸
）

綿
貫
勝
則
（
新
赤
塚
）

杉
浦
章
浩
（
新
赤
塚
）

寺
澤
伸
一
（
上
赤
成
増
）

丸
谷
良
行
（
上
赤
成
増
）

堀
内
隆
志
（
事
業
所
）

野
口
和
孝
（
事
業
所
）

会
計
監
査

鎗
井
恵
美
子
（
大
山
）

雨
宮

譲
（
大
谷
口
北
）

大
平
友
美
（
徳
丸
）

常
任
執
行
委
員
待
遇

高
瀬
佳
江（
女
性
の
会
会
長
）

執
行
委
員
待
遇

馬
場
弘
樹（
青
年
部
書
記
長
）

嵐
田
紀
一

（
イ
キ
イ
キ
会
会
長
）

鈴
木
ア
ナ
リ
ン

（
女
性
の
会
事
務
局
長
）

押
し
寄
せ
る

値
上
げ
の
波

▼
電
気
に
ガ

ス
、
ガ
ソ
リ

ン
、
首
都
高

速
は
4
月
か

ら
通
行
料
金

の
上
限
料
金
を
1
3
2
0
円

（
Ｅ
Ｔ
Ｃ
普
通
車
）
か
ら
1

9
5
0
円
に
値
上
げ
。
ト
イ

レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
、
テ
ィ
ッ

シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
、
赤
ち
ゃ
ん

の
紙
お
む
つ
も
値
上
げ
さ
れ

ま
し
た
▼
食
品
も
食
パ
ン
、

生
麵
、
ウ
イ
ン
ナ
ー
、
ス
ナ

ッ
ク
菓
子
な
ど
な
ど
。
そ
し

て
6
月
か
ら
は
「
カ
ッ
プ
ヌ

ー
ド
ル
」
が
2
0
8
円
か
ら

2
3
1
円
に
値
上
げ
。
食
品

メ
ー
カ
ー
か
ら
は
「
値
上
げ

を
し
な
け
れ
ば
事
業
を
継
続

で
き
な
い
レ
ベ
ル
だ
」
な
ど

の
声
が
漏
れ
る
な
ど
、
原
材

料
高
に
大
き
な
危
機
感
が
あ

る
と
い
い
ま
す
▼
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の

報
道
に
よ
れ
ば
、
今
年
1
〜

7
月
に
6
1
0
0
品
目
が
値

上
げ
さ
れ
た
か
値
上
げ
予
定

で
、上
昇
幅
は
平
均
11
％
に
。

原
因
は
コ
ロ
ナ
禍
や
ロ
シ
ア

の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
、
日
銀

の
「
異
次
元
の
金
融
緩
和
」

な
ど
が
複
雑
に
絡
ん
で
い
ま

す
▼
農
業
も
窮
地
に
陥
っ
て

い
ま
す
。
肥
料
・
原
料
価
格

が
平
年
の
3
倍
に
急
騰
し
て

お
り
、
今
後
、
輸
入
原
材
料

を
確
保
で
き
る
の
か
、
不
安

が
高
ま
っ
て
い
ま
す
▼
暮
ら

し
と
事
業
者
へ
の
一
番
の
応

援
に
な
る
の
は
消
費
税
減
税

で
す
。
世
界
83
の
国
と
地
域

が
付
加
価
値
税
減
税
を
実
施

・
予
定
し
て
い
ま
す
。

第66回支部定期大会開催
群
会
議
を
基
礎
に
大
衆
的
な
運
動
を
地
域
か
ら

２
０
２
２
年
度

板
橋
支
部
役
員
（
敬
称
略
）

開会あいさつする野崎委員長

新
委
員
長
に
山
本
清
志
さ
ん

5
千
人
支
部
め
ざ
し
て
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午
後
か
ら
大
会
参
加
者
は
8
つ

の
分
科
会
に
分
か
れ
分
野
別
に
討

議
し
ま
し
た
。

「
今
年
度
の
課
題
等
が
出
て
良

か
っ
た
」
（
氷
川
分
会
）
、
「
い

ろ
い
ろ
な
意
見
が
出
て
良
か
っ
た

と
思
い
ま
す
」
（
中
央
分
会
）
、

「
有
意
義
な
話
し
合
い
も
で
き
、

今
年
度
に
向
け
て
も
良
い
話
し
合

い
が
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思

う
」
（
舟
渡
高
島
分
会
）
な
ど
の

感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
2
つ

の
専
門
部
の
議
案
を
討
議
し
た
分

科
会
の
参
加
者
か
ら
は
「
分
科
会

の
時
間
が
短
い
」
（
大
谷
口
分

会
）
、
「
税
金
の
途
中
で
時
間
に

な
り
中
断
し
ま
し
た
」
（
新
赤
塚

分
会
）
、
「
少
し
時
間
が
足
り
な

か
っ
た
」
（
事
業
所
分
会
）
な
ど

の
意
見
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

賃
金
対
策
部
で
は
キ
ャ
リ

ア
ア
ッ
プ
カ
ー
ド
に
つ
い
て

地
元
業
者
が
運
営
す
る
の
が

大
変
、
建
退
共
（
建
設
業
退

職
金
共
済
制
度
）

に
つ
い
て
キ
ャ
リ

ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ

ム
と
連
動
す
る
こ

と
が
で
き
れ
ば
も

っ
と
普
及
す
る
の

で
は
な
い
か
な
ど

の
意
見
が
出
さ
れ

ま
し
た
。
労
働
対

策
部
で
の
討
議
で
は
、
ゼ
ネ

コ
ン
現
場
で
一
人
親
方
に
対

し
て
国
が
言
う
よ
う
に
必
要

経
費
41
％
を
認
め
て
も
ら
い

た
い
が
実
態
は
そ
の
よ
う
に

な
っ
て
い
な
い
。
全
体
と
し

て
改
善
が
必
要
で
、
働
き
方

や
雇
用
契
約
の
あ
り
方
な
ど

の
課
題
が
浮
き
彫
り
に
な
り

ま
し
た
。

仕
事
対
策
部
で
は
板
橋
区

か
ら
始
ま
っ
た
リ
フ
ォ
ー
ム

助
成
制
度
の
再
実
施
に
向
け

て
の
組
合
の
努
力
に
つ
い
て

の
質
問
が
あ
り
、
執
行
部
か

ら
区
議
会
各
会
派
や
区
の
担

当
課
と
懇
談
・
要
請
を
支
部

役
員
と
行
っ
て
い
る
こ
と
な

ど
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
上

赤
成
増
分
会
か
ら
は
毎
月
行

っ
て
い
る
包
丁
研
ぎ
活
動
の

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

技
術
対
策
部
で
は
建
設
キ

ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
や

各
種
講
習
会
な
ど
に
つ
い

て
、
組
合
未
加
入
の
方
へ
の

宣
伝
な
ど
の
質
疑
が
行
わ

れ
、
議
案
は
承
認
さ
れ
ま
し

た
。財

政
部
は
組
織
建
設
の
か

な
め
で
す
。
組
織
拡
大
予
算

の
使
い
方
に
つ
い
て
の
質
問

が
あ
り
、
執
行
部
よ
り
「
組

織
拡
大
の
予
算
と
な
っ
て
い

る
が
拡
大
だ
け
で
使
っ
て
い

る
の
で
は
な
く
、
組
合
を
Ｐ

Ｒ
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
仕

事
確
保
に
つ
な
が
る
こ
と
も

あ
る
。
組
織
部
会
で
話
し
合

っ
て
有
効
に
使
っ
て
く
れ
れ

ば
良
い
」
と
の
回
答
が
あ
り

ま
し
た
。
「
2
カ
月
未
納
脱

退
」と
組
合
規
約
と
の
関
係
、

分
会
財
政
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ

ョ
ン
や
共
済
給
付
金
に
つ
い

て
の
質
疑
が
行
わ
れ
、
財
政

部
議
案
・
予
算
は
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

社
会
保
障
対
策
部
で
は
健

診
受
診
率
の
向
上
を
は
か
る

こ
と
な
ど
や
土
建
国
保
を
守

る
補
助
金
確
保
の
ハ
ガ
キ
要

請
行
動
の
目
標
達
成
目
指
し

た
取
り
組
み
の
討
議
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
土
建
国
保
未
加

入
の
組
合
員
へ
協
力
を
求
め

る
こ
と
な
ど
を
確
認
し
ま
し

た
。税

金
対
策
部
で
は
確
定
申

告
相
談
会
前
の
説
明
会
の
分

会
開
催
を
今
年
初
め
て
行
っ

た
が
、
来
期
も
開
催
し
て
ほ

し
い
な
ど
、
確
定
申
告
相
談

へ
の
要
望
が
出
さ
れ
ま
し

た
。ま

た
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制

度
な
ど
に
つ
い
て
質
疑
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

組
織
部
で
は
、
昨
年
の
拡

大
月
間
の
コ
ロ
ナ
禍
で
の
組

合
員
訪
問
行
動
に
つ
い
て
の

経
験
な
ど
が
語
ら
れ
ま
し

た
。イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用

し
た
情
報
発
信
や
支
部
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
要
望
な
ど

が
出
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
「
健
診
」
に
頼
ら

な
い
拡
大
や
実
増
の
た
め
に

は
「
定
着
加
入
」
を
す
す
め

る
こ
と
が
重
要
、
な
ど
の
意

見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

イ
キ
イ
キ
会
、
女
性
の
会

の
方
針
提
案
も
行
わ
れ
、
コ

ロ
ナ
禍
で
も
で
き
る
イ
ベ
ン

ト
・
企
画
に
工
夫
し
て
取
り

組
み
、
行
動
参
加
者
を
増
や

し
、
組
織
増
勢
を
目
指
し
て

い
く
こ
と
な
ど
が
確
認
さ
れ

ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
分
会
の
活
動

が
制
約
さ
れ
る
も
と
、
と
く

に
分
会
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

が
行
え
て
い
ま
せ
ん
。
厚
生

文
化
部
で
は
議
案
の
提
案
の

後
、
昨
年
、
分
会
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
と
し
て
、
一
泊
旅

行
を
開
催
し
た
仲
宿
分
会
か

ら
内
容
や
教
訓
が
語
ら
れ
ま

し
た
。
氷
川
分
会
か
ら
は
開

催
予
定
の
分
会
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
の
説
明
が
あ
り
、
討

議
は
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

ど
け
ん
火
災
共
済
推
進
な

ど
の
共
済
運
動
を
仲
間
に
広

げ
て
い
こ
う
と
の
厚
生
文
化

部
の
議
案
は
承
認
さ
れ
ま
し

た
。

教
育
宣
伝
部
は
議
案
の
提

案
後
、
昨
年
、
支
部
で
始
め

た
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
（
ラ
イ
ン
）
に

つ
い
て
本
部
の
吉
川
常
任
中

執
か
ら
「
情
報
の
届
か
な
い

人
、
組
合
へ
の
帰
属
意
識
の

低
い
人
な
ど
に
情
報
を
届
け

る
役
割
が
あ
る
」
な
ど
の
重

要
性
が
語
ら
れ
ま
し
た
。
ま

た
参
加
者
か
ら
若
い
人
に
は

「
紙
よ
り
ラ
イ
ン
の
方
が
届

く
」
な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ

ま
し
た
。
学
習
制
度
化
で
は

労
働
学
校
開
催
の
要
望
が
出

さ
れ
ま
し
た
。

組
合
員
に
読
ま
れ
る
分
会

紙
作
り
の
工
夫
や
原
稿
を
寄

せ
て
く
れ
た
仲
間
へ
の
「
謝

礼
の
方
法
」な
ど
が
語
ら
れ
、

よ
り
多
く
の
仲
間
に
読
ま
れ

る
、
読
み
や
す
い
紙
面
づ
く

り
を
進
め
て
い
く
こ
と
な
ど

を
確
認
し
ま
し
た
。

後
継
者
対
策
部
で
は
大
山

分
会
か
ら
分
会
独
自
の
イ
ベ

ン
ト
と
し
て
、
3
月
に
お
楽

し
み
抽
選
会
を
行
っ
た
こ
と

が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
後
継

者
企
画
の
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
の

金
額
の
質
問
が
出
さ
れ
ま
し

た
。
イ
ベ
ン
ト
の
参
加
費
に

つ
い
て
、
「
値
段
が
高
く
て

も
内
容
が
良
け
れ
ば
来
る
。

安
く
て
も
内
容
が
つ
ま
ら
な

け
れ
ば
参
加
者
は
多
く
な
ら

な
い
」
と
の
意
見
が
あ
り
ま

し
た
。
後
継
者
企
画
の
イ
ベ

ン
ト
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の

討
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
ず
は
分
会
後
継
者
対
策

部
長
を
全
分
会
で
選
出
し
て

い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
参
加

者
全
員
で
確
認
を
し
ま
し

た
。

第
6
分
科
会

第1分科会第1分科会

第3分科会第3分科会

賃
金
・
労
働

賃
金
・
労
働

社
会
保
障
・
税
金

社
会
保
障
・
税
金

第66回支部定期大会第66回支部定期大会

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
、
働
き

方
や
雇
用
契
約
な
ど

補
助
金
確
保
の
ハ
ガ
キ
要

請
、
申
告
説
明
会
な
ど

大会運営委員のみなさん

第6分科会第6分科会

厚
生
文
化

厚
生
文
化

分
会
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

を
行
え
る
よ
う
に

分
科
会
報
告
を
行
う
代
議
員

第4分科会第4分科会

組
織
・
イ
キ
イ
キ
会
・
女
性
の
会

組
織
・
イ
キ
イ
キ
会
・
女
性
の
会

コ
ロ
ナ
禍
で
も
組
織
増
勢

目
指
し
て

第2分科会第2分科会

仕
事
・
技
術

仕
事
・
技
術

リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
実
現
へ

の
取
り
組
み
を

第7分科会第7分科会

教
育
宣
伝
・
学
習
制
度
化

教
育
宣
伝
・
学
習
制
度
化

8
つ
の
分
科
会
で
分
野
別
に
討
議

多
く
の
仲
間
に
読
ま
れ
る

分
会
紙
づ
く
り

第5分科会第5分科会

第8分科会第8分科会

財
政
財
政

後
継
者
・
青
年

後
継
者
・
青
年

拡
大
予
算
は
組
合
Ｐ
Ｒ
・

仕
事
確
保
な
ど
有
効
に

全
分
会
か
ら
後
継
者
対
策

部
長
の
選
出
を

大
会
参
加
者
（
本
会
議
場
）

第
2
分
科
会
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日
本
維
新
の
会
は
昨
年
の

衆
院
選
で
公
明
党
を
抜
い
て

第
3
党
と
な
り
、
東
京
で
も

比
例
区
で
2
議
席
を
獲
得
し

ま
し
た
。
講
師
の
冨
田
さ
ん

は
「
維
新
政
治
の
本
質
に
関

心
を
も
っ
て
も
ら
え
る
よ
う

に
」
と
述
べ
、
話
し
を
す
す

め
ま
し
た
。

維
新
の
本
質
を
さ
ら
け
出

し
て
み
せ
た
例
と
し
て
「
自

業
自
得
の
人
工
透
析
患
者
な

ん
て
、
全
員
実
費
負
担
に
さ

せ
よ
！
無
理
だ
と
泣
く
な
ら

そ
の
ま
ま
殺
せ
！
今
の
シ
ス

テ
ム
は
日
本
を
亡
ぼ
す
だ
け

だ
！
」
と
い
う
17
年
の
衆
院

選
に
維
新
の
会
か
ら
出
馬
し

た
候
補
の
言
葉
を
紹
介
。
弱

者
へ
の
む
き
出
し
の
憎
悪
と

言
え
ま
す
。

「
い
た
ば
し
九
条
の
会

春
の
学
習
会
」
が
4
月
9
日
に
東
京
土
建
板
橋
支
部
会
館

5
階
ホ
ー
ル
、
4
階
会
議
室
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
全
体
で
52
人
が
参
加
、
板

橋
支
部
か
ら
は
17
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

テ
ー
マ
は
「
維
新
政
治
と
ど
う
対
峙
す
る
の
か
―
組
織
化
さ
れ
た
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
の

虚
像
と
実
像
―
」
。
講
師
は
大
阪
で
10
年
に
わ
た
り
、
維
新
の
会
と
向
き
合
っ
て
き
た

冨
田
宏
冶
さ
ん（
関
西
学
院
大
学
教
授
）。
大
阪
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
で
講
演
し
ま
し
た
。

冨
田
さ
ん
は
「
維
新
政
治

の
4
つ
の
大
罪
」
と
し
て
次

の
よ
う
に
指
摘
し
ま
し
た
。

①
熟
議
と
し
て
の
民
主
主

義
の
破
壊
。
―
首
長
が
万
能

で
あ
る
と
し
て
大
阪
都
構
想

が
住
民
に
否
決
さ
れ
て
も
推

進
し
た
こ
と
。

②
く
ら
し
・
い
の
ち
・
教

育
の
破
壊
。
―
財
政
再
建
の

た
め
の
「
緊
縮
」
政
策
の
名

目
で
福
祉
・
教
育
・
子
育
て

・
医
療
の
予
算
を
大
幅
カ
ッ

ト
。
し
か
し
大
阪
府
の
負
債

は
6
0
0
0
億
円
増
。
橋
下

・
松
井
・
吉
村
府
知
事
の
も

と
で
公
務
員
を
削
減
。
医
師

・
看
護
師
な
ど
病
院
職
員
を

半
減
、
衛
生
行
政
職
員
24
％

削
減
で
医
療
崩
壊
。
コ
ロ
ナ

死
者
ワ
ー
ス
ト
1
の
惨
状
。

教
育
現
場
の
荒
廃
（
暴
力
行

為
や
不
登
校
）
が
す
す
ん

だ
。③

市
民
の
分
断
と
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
破
壊
。
―
貧
困
と

格
差
を
分
断
に
転
化
。
「
勝

ち
組
」
中
堅
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

層
を
煽
り
、「
年
寄
り
」「
病

人
」
「
貧
乏
人
」
に
敵
意
を

抱
か
せ
分
断
。
固
定
化
・
組

織
化
し
て
集
票
マ
シ
ー
ン
に

し
て
い
る
。
固
定
化
・
組
織

化
の
カ
ギ
は
維
新
の
地
方
議

員
で
あ
る
。

④
平
和
憲
法
・
非
核
三
原

則
の
破
壊
。
―
衆
院
選
後
、

自
民
党
を
煽
る
よ
う
に
憲
法

審
査
会
の
再
開
と
、
改
憲
論

議
の
推
進
役
に
な
っ
て
い

る
。
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ

侵
攻
に
便
乗
し
て
「
核
の
共

有
」
ま
で
言
い
出
す
。
「
非

核
三
原
則
は
昭
和
の
価
値

観
」
（
維
新
の
会
・
松
井
代

表
）
と
言
い
、
議
論
す
べ
き

と
語
る
。

冨
田
さ
ん
は
維
新
の
支
持

層
に
つ
い
て
「
格
差
に
あ
え

ぎ
、
現
状
打
破
を
求
め
る
若

者
た
ち
」
な
ど
で
は
な
く
、

高
層
タ
ワ
ー
マ
ン
シ
ョ
ン
や

郊
外
の
戸
建
て
住
宅
に
住
む

「
勝
ち
組
」
中
堅
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
や
自
営
の
上
層
の
人
び

と
。
し
か
し
大
阪
府
民
は
二

度
「
大
阪
都
構
想
」
を
否
決

し
て
き
た
と
指
摘
し
ま
し

た
。
「
住
民
投
票
」
の
投
票

率
は
67
％（
2
0
1
5
年
）、

62
％
（
2
0
2
0
年
）
で
、

国
政
選
挙
・
地
方
選
挙
な
ど

は
50
％
台
。
こ
の
よ
う
な
結

果
か
ら
「
投
票
か
ら
遠
ざ
か

っ
て
い
る
人
び
と
」
に
投
票

所
に
足
を
向
け
て
も
ら
う
こ

と
、
政
治
に
失
望
し
て
い
る

人
び
と
に
希
望
の
灯
を
と
も

す
政
治
の
大
切
さ
を
語
り
ま

し
た
。

維
新
政
治
は
大
阪
だ
け
の

問
題
で
は
な
い
、
維
新
政
治

の
本
質
を
知
ら
せ
て
い
こ
う

と
訴
え
、
講
演
を
ま
と
め
ま

し
た
。

◆

◆

※
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
と
は
…

日
本
語
で
は
大
衆
主
義

（
た
い
し
ゅ
う
し
ゅ
ぎ
）
や

人
民
主
義
（
じ
ん
み
ん
し
ゅ

ぎ
）
な
ど
の
ほ
か
、
否
定
的

な
意
味
を
込
め
て
衆
愚
政
治

や
大
衆
迎
合
主
義
（
た
い
し

ゅ
う
げ
い
ご
う
し
ゅ
ぎ
）
な

ど
と
も
訳
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
消
費
税
怒
り
の
宣
伝
行

動
」
を
3
月
27
日
に
行
い
ま

し
た
。
消
費
税
廃
止
板
橋
連

絡
会
な
ど
が
中
心
と
な
っ
て

取
り
組
ま
れ
、
6
団
体
32
人

が
参
加
し
ま
し
た

（
東
京
土
建
板
橋

支
部
か
ら
は
22

人
）
。

午
後
1
時
に
石

神
井
川
に
架
か
る

中
根
橋
（
中
板
橋

と
板
橋
本
町
の
中

間
）
に
集
合
し
、

桜
が
見
ご
ろ
を
迎

え
、
花
見
客
で
賑

わ
う
石
神
井
川
に

沿
っ
て
、
チ
ラ
シ

や
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を

配
布
し
な
が
ら
消
費
税
の
5

％
減
税
を
訴
え
、
東
武
東
上

線
中
板
橋
駅
ま
で
署
名
宣
伝

行
動
を
し
ま
し
た
。

世
界
で
は

減
税
の
流
れ

コ
ロ
ナ
禍
は
3
年
目
に
入

り
、
暮
ら
し
が
ま
す
ま
す
厳

し
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

昨
年
来
の
原
油
・
資
材
の
高

騰
、
さ
ら
に
こ
の
間
の
物
価

上
昇
が
追
い
打
ち
を
か
け
て

い
ま
す
。
世
界
で
は
83
の
国

と
地
域
で
日
本
の
消
費
税
に

あ
た
る
付
加
価
値
税
の
減
税

に
踏
み
切
っ
て
い
ま
す
。
直

接
、
す
べ
て
の
国
民
を
支
援

す
る
に
は
消
費
税
減
税
が
一

番
の
経
済
対
策
で
す
。
消
費

税
率
を
5
％
に
戻
し
、
複
数

税
率
を
な
く
す
こ
と
は

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
導
入

阻
止
の
力
に
も
な
り
ま

す
。署

名
に
応
じ
て
く
れ

た
方
か
ら
は
「
消
費
税

は
な
く
し
て
ほ
し
い
」

と
の
声
も
出
さ
れ
ま
し

た
。
一
時
間
ほ
ど
の
行

動
で
し
た
が
署
名
48
人

分
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。

墜落および転落による災害防止をより促進する
ために、一定の作業においてはフルハーネス型の
安全帯を使用しなければならなくなりました。あ
わせて特別教育の受講も義務付けられました。
仲間の要望に応えて板橋支部会館でフルハーネ

ス型安全帯使用作業特別教育を開催します。この
機会に受講しましょう。
【日時】5月22日（日）午前9時～午後4時30分
【場所】板橋支部会館
【受講資格】18歳以上の東京土建組合員
【受講料】8、000円
締め切りは5月10日（火）となります。

お申し込み・問い合わせは☎03－3963－5325

2022年1月から安全帯新規格の使用が義
務化されています
旧規格の安全帯は使用禁止になります。新規格の安

全帯の使用義務化に合わせて、特別教育の受講確認が
大手企業で始まっています。

組合で購入あっせんしています
講習とは別に、組合でフルハーネス購入あっせんを

組合員価格で行なっています。旧規格や胴ベルトから
の買い替えの殺到が予想されますので、早めに対応し
ましょう。

消
費
税
怒
り
の
宣
伝
行
動

維
新
政
治
と
ど
う
対
峙
す
る
の
か

5
％
減
税
を
花
見
客
に
訴
え

オンラインで学習会を行いました。画面は講師の冨田宏冶教授

いたばし九条の会いたばし九条の会

花見に訪れた人に署名を訴えました

学 習 会学 習 会

投
票
所
に
足
を
向
け
て
も
ら
う
こ
と

中
板
橋
駅
前
で
宣
伝
行
動

フルハーネス型
安全帯使用作業特別教育

板橋支部会館で開催

維
新
政
治
の
本
質
と
は

弱
者
へ
の
む
き
出
し
の
憎
悪

維
新
政
治
の
4
つ
の
大
罪
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3
月
中
旬
に
な
り
ま
す

と
、
露
地
栽
培
の
野
菜
の
準

備
が
始
ま
り
ま
す
。

現
在
行
っ
て
い
る
の
は
里

芋
の
種
芋
の
芽
出
し
作
業
で

す
。

秋
に
収
穫
を
し
、
冬
越
し

を
し
た
株
の
ま
ま
の
種
芋
を

親
芋
か
ら
取
り
外
し
、
大
き

さ
ご
と
に
分
別
し
ま
す
。
こ

の
里
芋
を
暖
か
い
ビ
ニ
ー
ル

ハ
ウ
ス
内
に
並
べ
、
土
を
か

ぶ
せ
て
芽
を
出
し
ま
す
。

里
芋
の
発
芽
に
は
時
間
が

か
か
る
た
め
、
確
実
に
発
芽

さ
せ
、
芽
を
揃
え
る
た
め
に

芽
出
し
作
業
を
行
い
ま
す
。

畑
に
定
植
す
る
の
は
5
月

中
旬
頃
で
す
。

そ
れ
ま
で
里
芋
は
寒
さ
に

弱
い
の
で
適
温
で
管
理
し
、

芽
出
し
、
育
苗
作
業
を
し
て

い
き
ま
す
。

「
お
六
と
願
哲
」
の
タ
イ

ト
ル
で
1
9
7
7
年
テ
ア
ト

ル
演
劇
賞
特
別
賞
を
受
賞
し

た
前
進
座
歌
舞
伎
代
表
作
で

す
。
國
太
郎
の
、
伝
法
で
カ

ッ
コ
イ
イ「
悪
婆
」お
六
と
、

艶
や
か
で
美
し
い
「
花
魁
」

八
ツ
橋
の
、
二
役
演
じ
分
け

も
見
ど
こ
ろ
で
す
。

﹇
演
目
﹈「
杜
若
艶
色
紫
」

（
か
き
つ
ば
た

い
ろ
も
え

ど
ぞ
め
）

東
京
土
建
統
一
観
劇
日

﹇
日
時
﹈
5
月
22
日
（
日
）

午
前
11
時
開
演

﹇
会
場
﹈
半
蔵
門

国
立

劇
場
大
劇
場

﹇
観
劇
料
﹈
1
等
席
1
万

円
を
本
部
・
支
部
補
助
に
よ

り
5
0
0
0
円

お
申
し
込
み
は
支
部
事
務

所
☎
0
3
―
3
9
6
3
―
5

3
2
5
ま
で

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
登
録
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
に
応
募
い
た
だ
き
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

当
選
者
の
お
名
前
を
掲
載
し

ま
す
。

・
特
賞
《
ダ
イ
ソ
ン
・
ｈ
ｏ

ｔ
＋
ｃ
ｏ
ｏ
ｌ
》森
舜（
舟

渡
高
島
）

・
1
等
賞
《
空
調
服
》
新
原

巌
（
徳
丸
）

・
2
等
賞
《
一
蘭
ラ
ー
メ
ン

セ
ッ
ト
》
松
本
良
夫（
仲

宿
）、
二
神
友
理（
仲
宿
）、

丸
山
創
太
（
志
村
坂
上
）、

神
山
美
香
（
徳
丸
）、小
貫

勝
紀
（
徳
丸
）
、
綿
貫
勝

則
（
新
赤
塚
）

・
3
等
賞
《
ク
オ
カ
ー
ド
千

円
分
》
小
林
康
宏
（
大

山
）、
二
神
元
之（
仲
宿
）、

岡
野
伸
太
郎
（
仲
宿
）、小

宮
祥
子
（
大
谷
口
）、内
藤

の
り
子
（
大
谷
口
）、岩
井

小
夜
子
（
大
谷
口
）、白
石

美
智
恵
（
志
村
坂
上
）、種

村
幸
二
（
志
村
坂
上
）、広

川
淳
（
坂
下
）、佐
藤
敏
雄

（
舟
渡
高
島
）、高
瀬
佳
江

（
舟
渡
高
島
）、小
倉
由
華

（
徳
丸
）、下
山
金
光
（
徳

丸
）、
高
橋
邦
尚（
徳
丸
）、

鈴
木
尚
人
（
徳
丸
）、徳
田

雅
雄
（
上
赤
成
増
）、丸
山

章
（
事
業
所
）、藤
島
和
子

（
事
業
所
）、丹
野
照
美（
事

業
所
）、大
塚
喜
一（
事
業

所
）
（
敬
称
略
）

○
建
築
施
工
管
理
技
士
・
電

気
工
事
現
場
管
理

社
員
等

2
人
／
㈱
ハ
タ
未
来
デ
ザ
イ

ン
研
究
所
／
幡
鎌
秀
一
・
前

野
中
台
分
会
☎
0
8
0
―
5

5
7
6
―
4
4
7
3
／
有
資

格
者

○
と
び

社
員
等
2
人
／
㈱

誠
和
興
業
／
杉
木
富
雄
（
採

用
担
当
）
・
事
業
所
分
会
☎

0
7
0
―
4
5
5
5
―
3
0

7
0
／
経
験
者
・
見
習
い
可

○
現
場
代
理
人
・
大
工
・
塗

装
工

社
員
・
請
負
／
㈲
細

野
リ
フ
ォ
ー
ム
／
細
野
亨
・

氷
川
分
会
☎
0
3
―
6
7
8

1
―
1
2
7
6
／
経
験
者

※
求
人
・
求
職
の
お
申
し
込

み
は
支
部
事
務
所
☎
0
3
―

3
9
6
3
―
5
3
2
5
ま

で
。

2022年6月26日（日）
【申込締切】6月10日（金）
【実施場所】小豆沢病院（定員70名）

2022年5月22日（日）
【申込締切】5月6日（金）
【実施場所】小豆沢病院（定員40名）
◇平日の健診もご利用ください。（予約が必要です）

※日曜健診は午前のみの受付となります。午後はお申込みできませんのでご注意ください。
※オプション健診は有料です。申込時に費用を組合へ納入下さい。分会経由で納入する場合は群会議でお支払いください。

※日曜健診は予約制です。必ず組合へお申し込みください。

問い合わせ先／東京土建板橋支部 TEL０３-３９６３-５３２５

日 程 表
2022年5月

機関会議

書記局会議 四役・常任

執行委員会

発送

書記局会議2時～ 事務所閉まります

拡大推進委員会
分会長会議・共済審査

組合活動
メーデー

憲法集会

日曜行動

日曜行動

納入日

本部報告

日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29

⑧

前立腺がん

1，000円

50歳以上の
土建国保加
入者は無料

⑦

大腸がん

1，000円

40歳以上の
土建国保加
入者
基本に含む

⑥

有機溶剤

（キシレン・ト
ルエン・エチル
ベンゼン選択）

1，000円

⑤

じん肺

1，000円

④

骨粗鬆症

2，000円

③

胃がん

（バリウム）

3，000円

50歳以上の
土建国保加
入者
無料

②

胃がん

（カメラ）
平日のみ

8，000円

50歳以上の
土建国保加
入者
3000円

①

基本健診

無料

項目

費用

前
進
座
五
月
国
立
劇
場
公
演

割
引
価
格
で

里
芋
の
芽
出
し
作
業

日曜健康診断のご案内

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
登
録

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
当
選
者

会
議
を
除
く
1
日
訪
問
行
動

求

人

お
き
た
ま
だ
よ
り

お
き
た
ま
だ
よ
り


